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Abstract 

磁気共鳴画像(MRI)が精神疾患の臨床研究に応用されて 30 年余りが立ち，精神疾患の脳病態

が可視化されてきたが，こうした成果から診断バイオマーカーや創薬に結びついた臨床応用

はない。この原因として，機種やプロトコルの違いによる差（機種間差），疾患特異性・共通

性の問題，発達や加齢変化を十分に除外できていない等が挙げられる。特に多施設 MRI 研究

において機種間差の問題は大きい。これらの限界点を超えるべく，日本医療研究開発機構

(AMED)国際脳プログラムをはじめとして，分野横断の多施設 MRI 共同研究体制が構築され

ている。この脳 MRI 研究の進展によって，検証的研究，疾患横断理解，基礎研究との融合，

機械学習等による臨床応用の実現にシフトしつつあり，今後１０年で精神疾患補助診断など

の臨床応用技術が一般臨床に複数導入されると考えてよい状況になっている。精神科臨床だ

けでなく，医学全体でこの変化に対応する準備と協同が必要である。 

 


